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"まじめに

コツコツ､即 行動" 

頑張ります !!

4月 1日 (日) エイプリルフール 柔らかな風と明るい光が、一気に緑

5日 (木) 清明 の芽を開かせ 山笑い風光る時、新しい

7日 (土) 世界保健デー 目標に向け始動されている事でしょう。

8日 (日) 花祭り 花の季節、犬山祭や高山祭など各地

20日 (金) 穀雨・春土用間日 で伝統のお祭が目白押しです。快適な

29日 (日・祝) 昭和の日 陽気を、全身と五感でお楽しみ下さい。

例年より少し早い桜に、新年度のスタート

の門出は、花吹雪のお祝いです。

さて、今国会では不透明な国有地売却に

公文書改ざんが発覚、公正であるべき行政

機関の中立性を根幹から揺るがす事態です。

国会は追求の手を緩めることなく国民が納

得できる形で早期解明を果たし、本来審議を

深めるべき重要法案に取り組めるよう望みます。

一方、世界では米国の輸入制限の発動に対抗する

中国の報復の動き、北朝鮮の核を武器に急速に進む

外交駆け引き、ロシアのスパイ疑惑に対する外交官

の国外追放等刻々と変動する不安な情勢が気がかり。

さて、今月から続々と値上げされる身近な食材が

家計を直撃する模様、音を上げるわけにはいかない

暮らしの中で、様々な対策を考える必要があります。

そんな中、本市では３月定例議会が23日に閉会。

当初予算では過去最高の平成30年度予算が決まり、

次世代を見据えた都市基盤整備を始め、諸施策への

準備が整いました。市立の特別支援学校も完成、障

害に応じ教育を受けることができ、4月より開校の

運びとなる等、大きく前に踏み出そうとしています。

"ベネルクス三国・ルクセンブルク"への招待☆

春霞の彼方まで続く小さな堤に沿って
桜満開、ひねもす のたりのたりかな…

さて、ここはどこでしょう？

3/1発行の＜№85＞の答えは東境町の祖母
神社境内の一隅にある鎌倉街道跡と伝わる道。
現西境町から東境町を通り、知立市に通ずる
この道、伝承地碑に往時の面影が偲ばれます。

どこまでも続くなだらかな丘陵の途中に在る国境を通り抜け、バスはベルギー

から隣国ルクセンブルクへ。冬とは思えぬ柔らかな緑色の大地、その間にオレン

ジの屋根と白壁の集落が交互に覗く。うねる丘も美しい家並みも風景画さながら。

神奈川県程の国土面積と、人口57万人余りという小国ルクセンブルクの旧都は

二つの川が形成する深い渓谷に囲まれ、高い城壁を持つ中世の要塞都市の威厳あ

る美しさを呈しながらも、世界第一位のＧＤＰを誇る豊かな国。切り立つ崖の上

にある旧市街の市庁舎から遠く高く臨むのは、ユーロ圏内の金融センターのビル

が建ち並ぶ新市街。世界屈指の富裕国としての名を轟かせる源は、ここにある。

宮殿衛兵は観光客の戯けに顔色一つ変えず、身動ぎもせずに立ちすくんでいた。

国の標語は、"我々は今ある状態を保ちたい（独立国でありたい）" ヨーロッパの

フランスやドイツ・オランダ等強国に組み伏されて来た歴史に、運命を翻弄され

た小国の悲哀と心の叫びを思う。いずれにせよ西欧の低地地方（ネーデルランド）

に位置する三国は、歴史的・経済的に緊密な関係を持ち、国名の初頭文字を合わ

せベネルクスと呼ばれ、その経済連合の発足が 後に欧州連合の礎となって行った。

 4月 6日 (金) 交通安全キャンペーン参加

12日 (木) 労福協組織内議員懇談会

16日 (月) 臨時議会

20日 (金) 市長杯開会式

24日 (火) 刈谷市駅前再開発組合設立総会



　

３月のフットワーク

平成２９年度３月 刈谷市定例議会 報告
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３月定例会は､平成３０年度の

施政方針と当初予算案の審議

を重点に審議する議会です。

１）主な議案内容（予算議案以外の抜粋）

２）平成２９年度補正予算（単位：百万円）

３）平成３０年度当初予算（単位：百万円）

４）委員会議題（抜粋）

▲
▲

▲
▲
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市長･教育長
方針説明
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企業会計

特別会計

一般会計

80,555
87,935 91,549 92,985

(百万円)

88,831

・都市交通施設整備基金

　　　　積立積立事業(3500百万円

・公共施設維持保全

　　　　基金積立事業(925百万円)　等

会計名 H29年度 H30年度 伸率

一般会計 57,450 59,910 4.3%

特別会計 23,835 22,906 -3.9%

企業会計 10,264 10,169 -0.9%

計 91,549 92,985 1.6%

会計名 補正前 補正額 補正後予算

一般会計 58,415 5,456 63,871

特別会計 24,311 0 24,311

企業会計 10,291 -64 10,227

合 計 93,017 5,392 98,409

報告案件 単行議案 条例議案 予算議案 委員会議題 陳情 意見書

3件 2件 13件 12件 9件 1件 6件

－ － 不採択 不採択

３月
定例議会
議案等

審議結果 原案通り可決｡

* 刈谷市介護保険条例の一部改正･･･第1被保険者に係る保険料額の改定(H30/4月～)

* 刈谷市路上喫煙防止条例の制定･･･禁止区域における、市･市民･事業者の責務を定める。

* 刈谷市歴史博物館条例の制定･･･事業内容および協議会の設置等を定める。　　　等

① 刈谷市障害者計画・第5期刈谷市障害福祉計画・第1期刈谷市障害児福祉計画

② 第7期刈谷市介護保険事業計画・刈谷市高齢者福祉計画

③ 刈谷市一般廃棄物処理基本計画　④ 刈谷市災害廃棄物処理計画

⑤ 刈谷市立地適正化計画　⑥ 刈谷市住生活基本計画　⑦ 依佐美工業団地地区計画

⑧ 第2次刈谷市文化振興計画　⑨ 刈谷駅北地区整備事業における事業計画

▲

６）本議会での私の質問質疑 （抜粋）・・・２月２８日(水) 議場にて

▲

都市環境分野

前頁からの続き

産業振興分野

福祉安全分野

計画推進分野

教育文化分野

(抜粋）
● 特別支援学校運営事業
● 学校施設大規模改造事業

(小高原小･双葉小･富士松中)
● 歴史博物館等準備事業(新規)

● 人材確保事業(拡充)
● 中小企業人材育成事業
● 特定求職者雇用支援事業
● 企業立地推進事業(新規)● 高齢者行方不明SOS

ネットワーク事業(新規)
● 高齢者緊急一時救護室確保事業(新規)
● 民間保育所運営支援事業(拡充)
● 公立幼稚園預かり保育事業(拡充)
● 地区防災対策事業(拡充)

● 刈谷の魅力発信事業(拡充)
● ポータルアプリ配信事業(新規)

〔質問〕市道の整備工事のあり方について

〔要望〕

年度末は道路工事による道路規制が散見される。工事時
期が集中しない発注タイミングの見直し検討が必要。ま
た、道路整備後にガス･水道等の引き込みによる掘り返し
工事が発生しないよう、整備前の調査･確認の徹底を。

一般財団法人地域活性化センター主催のふるさとイベント。

全国から応募総数125中、愛知県では初となる大賞を受賞。

日本女性会議とは、男女平等参画社会の実現に向けた課題の解決策を

探るとともに、参加者相互の交流の促進や情報のネットワーク化を図る

ことを目的とした国内最大級の会議。2020年の開催地に刈谷が決定。

（第３７回）『日本女性会議』 ２０２０年 刈谷開催が決定

● 路上喫煙防止事業
● 市道01-40整備
● 空家等対策事業
● 公共施設連絡バス停留所整備事業(拡充)
● 刈谷市駅前市街地開発事業(新規)

刈谷市

体育館

名古屋ＪＲ

逢妻駅

５）平成３０年度主要事業

〔質問〕

〔要望〕

教員の勤務負担軽減に向けた改善策について

教員の80時間超え長時間勤務は異常な状況が続いる。更に今後、新学習指導要領へ
の対応で負荷増が懸念されており、先生の健康不安だけでなく子どもたちへの影響
も危惧される。早急に多忙化解消に向けた仕組みづくり(働き方改革検討委員会設置)
と、具体策(年休･一斉定時退校･事務の効率化･部活動の外部指導員化等)の検討を。


